
2023

12

No.216
December

祈
り
を
込
め
て

眩
げん

光
こう

［ 特 集］ 福智の光を集めて――

祈
り
を
込
め
て

眩
げん

光
こう

［ 特 集］ 福智の光を集めて――眩
げん

光
こう

福智の光を集めて――［ 特 集］眩
げん

光
こう

福智の光を集めて――［ 特 集］

No.216
December
No.216

December

福智町観光ボランティアガイド
協会「ふくち案内人」初の自主
開催イベント「福智山麓プチ修
験」が、先月25日に開催されま
した。「福智町の魅力をより多
くの人に知ってもらいたい」と、
福智山修験者で「ふくち案内人」
のメンバー・久冨達也さんが
企画立案し、メインガイドとして
ご案内。最終目的地「白糸の滝」
で久冨さんは、参加者の幸せと
福智町の発展の祈りを込めて、
高らかにほら貝を鳴らしました。
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Column ▼

福智町を代表する
上野地区の観光スポット

渇寸前の虎尾桜を発見した時、助けを求めら
れている気がした私は、想いを同じくする7人

と平成2年に「虎尾桜を心配する世話人会」を結成し
ました。樹木医を呼び、枝や幹を支え、日光が当たる
ようにするなど一生懸命に手当てした想いが通じ、虎
尾桜は奇跡的な回復を遂げました。今では、毎年春に
満開の花を咲かせ、町外から訪れる大勢の観光客の
皆さんに感動を与えています。そんな姿を見ると込み

上げるものがありますね。虎尾桜
は回復後、安定しているとはいえ、
まだ人の手が必要な状態です。
私たちも頑張りますが、次世代
を担う若い人にも、本会に参加・
活動してもらえたらうれしいです。

の観光スポットが多数点在す
る上野地区の美しい原風景を

守るため、想いを同じくする有志13人
と「福智みどりの会」を結成しました。
20年以上の活動で、仲間も18人
に増加。ホタルが多く生息する福智
川周辺をはじめ、上野地区内の清掃
や草刈り、春には「虎尾桜を心配する
世話人会」のお手伝いで虎尾桜の周
辺整備などに取り組んでいます。最
近では、ホタルの名所としての知名
度が上がり、季節になると町内外か
ら多くの鑑賞者が来訪。地道な努力
が実り、本当に嬉しく思います。会員

の高齢化が進ん
でいますが、でき
る範囲で、福智町
の活性化のため
に活動を続けてい
きたいと思います。

枯

町

虎尾桜を心配する世話人会　小
こばやし

林 省
しょうご

吾 会長

福智みどりの会　矢
やじま

島 正
まさゆき

幸 会長

Interview ▼

推定樹齢600年の長寿支える
「虎尾桜を心配する世話人会」

Interview ▼

上野の原風景を守りたい
「福智みどりの会」

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
が
30
年
以
上
も
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
中
で
も「
福
智
み
ど
り
の
会
」
と
、

「
虎
尾
桜
を
心
配
す
る
世
話
人
会
」
は
、

い
ち
早
く
活
動
を
始
め
、
今
も
な
お
取
り

組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

福
智
町
に
息
づ
く
魅
力
を
生
か
し
、

町
を
再
び
盛
り
上
げ
、
未
来
へ
―
―

　

原
点
と
な
っ
た
熱
い
想
い
は
、
さ
ざ
波

の
よ
う
に
町
内
へ
波
及
。
現
在
で
は
、
志

を
同
じ
く
す
る
多
数
の
個
人
や
団
体
が
、

各
自
の
信
念
を
も
っ
て
、
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

町
の
中
心
部
で
あ
る
福
智
町
役
場
・
金

田
本
庁
舎
か
ら
車
で
約
10
分
。
福
智
山
の

麓
を
目
指
し
て
、
北
へ
５
㎞
ほ
ど
進
む
と

辿
り
着
く
、
上
野
地
区
―
―

　

町
の
風
土
を
象
徴
す
る
標
高
９
０
１
ｍ

の「
福
智
山
」を
は
じ
め
、
龍
が
住
ん
だ

と
語
り
継
が
れ
る「
白
糸
の
滝
」、
室
町

幕
府
の
初
代
将
軍
・
足
利
尊
氏
に
ゆ
か
り

の
あ
る「
興
国
寺
」、
童
謡
作
曲
家「
河
村

光
陽
」生
誕
の
地
、
豊
か
な
自
然
環
境
に

し
か
生
息
し
な
い「
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
」の
生

息
地
、
県
内
最
大
最
古
の
奇
跡
の
エ
ド

ヒ
ガ
ン「
虎
尾
桜
」な
ど
、
多
数
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
こ
の
地
域
に
集
中
。
人
口
は

１
９
６
９
人
と
小
さ
な
地
域
で
す
が
、
観

光
の
中
枢
と
し
て
地
域
活
性
化
へ
導
く

大
き
な
可
能
性
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
町
の
基
幹
産
業
だ
っ
た
炭
鉱
が

閉
山
し
た
後
、
右
肩
下
が
り
に
活
気
を

失
っ
て
い
く
町
を
再
び
盛
り
上
げ
る
た

め
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
上
野
地

区
の
美
し
い
自
然
や
景
観
、
地
域
の
歴

史
な
ど
の
魅
力
を
守
り
、そ
し
て
生
か
す
、

1「九州百名山」などに選ばれ、町名の由
来になった名峰「福智山」2上野峡を代
表する景勝地「白糸の滝」。落差25ｍの
滝の景色は壮観3室町幕府初代将軍・
足利尊氏の伝説が残る「興国寺」4「興国
寺」所蔵の県指定文化財「木造元晦禅師
坐像」5「かもめの水兵さん」などで知ら
れる町出身の童謡作曲家・河村光陽先生
を、上野焼を駆使し顕彰した「協奏の庭」

「福智みどりの会」の活動成果によって、毎年５月下旬頃、福智川周辺に出現するゲンジボタルの乱舞。

上野地区
人口▶1,969人
面積▶約11㎢
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炭
鉱
と
い
う
基
幹
産
業
を
失
っ
た
福
智
町
。

閉
山
後
、
衰
退
す
る
こ
の
町
を
活
性
化
し
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
誇
り
を
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
と

上
野
地
区
を
中
心
と
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
町
の
た
め
、
挑
戦
を
続
け
る
皆
さ
ん
の
取
組
や
想お

も

い
、

そ
の
努
力
を
生
か
す
た
め
、
新
た
に
動
き
出
し
た
町
の
挑
戦
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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「虎尾桜を心配する世話人会」の手で再生し、
毎年3月下旬頃に満開の花を咲かせる虎尾桜。
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（R5.11.27時点）

人
口
約
２
千
の
小
さ
な
地
域

握
る
地
域
活
性
化
の
可
能
性

受
け
継
い
だ
魅
力
を
生
か
し

町
を
活
性
化
す
る
挑
戦
続
く

炭
鉱
と
い
う
基
幹
産
業
を
失
っ
た
福
智
町
。

閉
山
後
、
衰
退
す
る
こ
の
町
を
活
性
化
し
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
誇
り
を
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
と

上
野
地
区
を
中
心
と
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
町
の
た
め
、
挑
戦
を
続
け
る
皆
さ
ん
の
取
組
や
想お

も

い
、

そ
の
努
力
を
生
か
す
た
め
、
新
た
に
動
き
出
し
た
町
の
挑
戦
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

炭
鉱
と
い
う
基
幹
産
業
を
失
っ
た
福
智
町
。

閉
山
後
、
衰
退
す
る
こ
の
町
を
活
性
化
し
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
誇
り
を
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
と

上
野
地
区
を
中
心
と
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
町
の
た
め
、
挑
戦
を
続
け
る
皆
さ
ん
の
取
組
や
想お

も

い
、

そ
の
努
力
を
生
か
す
た
め
、
新
た
に
動
き
出
し
た
町
の
挑
戦
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

炭
鉱
と
い
う
基
幹
産
業
を
失
っ
た
福
智
町
。

閉
山
後
、
衰
退
す
る
こ
の
町
を
活
性
化
し
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
誇
り
を
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
と

上
野
地
区
を
中
心
と
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
町
の
た
め
、
挑
戦
を
続
け
る
皆
さ
ん
の
取
組
や
想お

も

い
、

そ
の
努
力
を
生
か
す
た
め
、
新
た
に
動
き
出
し
た
町
の
挑
戦
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

23



海を越えた異国で広げる販路開拓への道

魅力の掛け合わせが生んだ新たな顧客志ある若者が陶の里で伝統工芸インターン

上野ゆかりの地とタッグを組んで魅力発信

N
ew

s

▼

「
上
野
焼 

秋
の
窯
開
き 

２
０
２
３
」を
開
催

inform
ation

▼「
上
野
焼
×
料
理
」で
PR
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作

×
フ
ラ
ン
ス

×
小
倉
城

 

豊
前
小
倉
細
川
藩
の
初
代
藩
主
・
細
川

忠
興
公
が
招
致
し
た
李
朝
陶
工
・
尊
階
に

よ
り
１
６
０
２
年
に
開
窯
さ
れ
、
今
年

で
４
２
１
年
目
を
迎
え
た
上
野
焼
。
昭

和
58
年
に
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

さ
れ
、
最
盛
期
を
迎
え
た
上
野
焼
の
里

に
は
20
件
を
超
え
る
窯
元
が
軒
を
連
ね
、

多
数
の
陶
芸
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
潮
流
が

大
量
生
産
・
大
量
消
費
、
使
い
捨
て
へ
と

シ
フ
ト
し
、
売
上
や
来
場
者
が
減
少
。

　
「
現
在
で
は
上
野
焼
窯
元
が
減
少
し
、

そ
の
中
で
も
正
式
な
後
継
者
が
い
る
窯窯

元
は
数
件
の
み
…
。
こ
の
ま
ま
で
は
伝
統統

の
灯
が
消
え
る
可
能
性
が
あ
る
」。

　

上
野
焼
協
同
組
合
の
髙
鶴
享
一
理
事

長
は
、
現
状
に
危
機
感
を
募
ら
せ
ま
す
。

上
野
焼
４
２
１
年
目
の
現
状

陶
の
里
に
立
ち
こ
め
る
暗
雲

　

新
た
な
上
野
焼
の
フ
ァ
ン
と
販
路
、
後

継
者
を
創
出
す
る
た
め
、
上
野
焼
協
同

組
合
は
、
今
年
度
か
ら
町
や
県
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
４
つ
の
新
た
な
取
り

組
み
を
開
始
。
フ
ラ
ン
ス
に
出
品
し
た
上

野
焼
の
売
れ
行
き
は
上
々
、
小
倉
城
と

連
携
し
た
大
茶
会
と
バ
ス
ツ
ア
ー
に
は
73

人
が
参
加
、
多
肉
植
物
×
上
野
焼
の
セ
ッ

ト
は
１
２
１
個
が
完
売
、「
上
野
焼
後
継

者
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」に
は
５
人
の
若

者
が
参
加
す
る
な
ど
、
早
く
も
良
い
手

応
え
が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
へ
確
か
な
手
応
え
を

感
じ
な
が
ら
も
、「
伝
統
と
い
う
大
義
名
分

や
、
一
時
的
な
手
応
え
に
甘
ん
じ
て
は
ダ

メ
」と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
髙
鶴

理
事
長
。「
今
後
も
、
受
け
継
い
だ
も
の

に
創
造
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
加
え
た
上
野

焼
を
生
み
出
し
、そ
の
魅
力
を
日
本
全
国
、

世
界
へ
と
広
く
発
信
し
続
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」と
力
強
く
拳
を
握
り
し
め
ま
す
。

　

上
野
焼
窯
元
と
、
町
や
県
、
関
係
機

関
に
よ
り
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
と
誇
り
を
、
創
意
工
夫
で
次

の
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
取
り
組
み
が
続
け
ら

れ
る
上
野
焼
。
今
後
も
陶
の
里
の
挑
戦

か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

温
故
知
新
の
挑
戦
を
続
け
て

伝
統
と
誇
り
を
次
の
世
代
へ

日本から西に約9,850㎞離れたフランスで行われた「第11回伝統と先端と～日本
の地方の底力～」に上野焼75点を出品。地方でのディジョン展は10月18日から
22日まで、メインとなるパリ展は11月14日から25日まで開かれ、通算17日間、
上野焼の展示と販売が行われました。展示が目的の焼き物を除き、マグカップ
などの売れ行きは上々。海外へと販路を広げる新たな可能性を見いだしました。

コロナ禍で「おうち時間」や癒やしを求める時間が増えたことをきっかけに、現在、
10代から30代までの若い女性を中心として高い関心を集める多肉植物。新たな
ファン層の獲得のため、今年度から地元花店の協力を得て、多肉植物と上野焼の
鉢を合わせて販売する取組を始めました。秋の窯開きで行った販売会では、121
セットが完売。魅力と魅力の相乗効果による新規顧客の獲得に希望を示しました。

上野焼でも深刻化する後継者不足。伝統の継ぎ手確保に向け、今年度から上野
焼協同組合と県、ニッポン手仕事図鑑、町が連携し、「上野焼後継者インターン
シップ」に取り組んでいる。全国から６人の応募があり、11月9日に行われたリ
モート面談で5人に選抜。上野焼窯元・渡窯など福智町内で11月28日から3日
間、産地と希望者をマッチングする現地見学や相談会などが実施されました。

細川、小笠原の歴代小倉藩主の御用窯として親しまれた上野焼にゆかりのあ
る小倉城（北九州市）とコラボレーションし、「上野焼作陶体験と小倉城庭園
での大茶会」、「上野焼と小倉城／歴史をつなぐバスツアー」、「上野焼展示会
流1６02～2023」を実現しました。初開催の大茶会とバスツアーには、計73人
が参加。小倉城とのつながりを生かして、上野焼を大勢のかたにPRしました。

野焼協同組合に加盟
する9窯元が新作を

発表する「秋の窯開き」が10月
28日から3日間、開催されま
した。JAL協賛の抽選会、「多
肉植物×上野焼」の販売会と
ワークショップなども同時開
催。町内外から約5,500人
の陶芸ファンが訪れ、逸品探し
や特別企画を通して上野焼
の魅力を体感していました。

岡の有名グルメ情報
誌「ソワニエ＋」と、

県内飲食店の協力の元、上
野焼パンフレット「上野焼
おいしいうつわ」を制作しま
した。12月から順次、県内
飲食店に配布し、上野焼を
PRする予定。町内では、福
智町役場本庁舎や上野焼陶
芸館などに展示しますので、
お手に取ってご覧ください。

上

福

×多肉植物×後継者

４
２
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
、
福
智
町
・
上
野
地
区
の
特
産
品
で
あ
る
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品「
上
野
焼
」。

大
量
生
産
・
大
量
消
費
、
使
い
捨
て
の
時
代
と
な
っ
た
現
在
で
は
、
そ
の
存
続
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
誇
り
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
挑
戦
に
つ
い
て
、
上
野
焼
協
同
組
合
の
髙
鶴
享
一
理
事
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

伝
統
と
誇
り
を
未
来へ

伝
統
と
誇
り
を
未
来へ

伝
統
と
誇
り
を
未
来へ

×
フ
ラ
ン
ス

×
小
倉
城

×多肉植物×後継者

×
フ
ラ
ン
ス

×
小
倉
城

×多肉植物×後継者

×
フ
ラ
ン
ス

×
小
倉
城

×多肉植物×後継者

×
フ
ラ
ン
ス

×
小
倉
城

×多肉植物×後継者

眩
げん

光
こう

［ 特 集］ 福智の光を集めて――

5
上野焼協同組合

髙
こうづる

鶴享
きょういち

一理事長

上野焼協同組合

髙
こうづる

鶴享
きょういち

一理事長

上野焼協同組合

髙
こうづる

鶴享
きょういち

一理事長
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福
智
町
を
訪
れ
た
皆
さ
ま
に

町
の
観
光
名
所
を
ご
案
内
す
る

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

協
会「
ふ
く
ち
案
内
人
の
会
」

故
郷
の
魅
力
は
、
私
た
ち
が
伝
え
た
い
―
―

熱
い
志
を
胸
に
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
の
設
立
か
ら
11
年
目
の
今
年
、

「
ふ
く
ち
案
内
人
」の
こ
れ
ま
で
と
想お

も

い
、

今
後
の
目
標
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ
、我
が

　

30
年
ぶ
り
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
た

「K
O
G
E
I
E
X
P
O

」の
産
地
ツ
ア
ー

で
上
野
地
区
を
ガ
イ
ド
す
る
な
ど
、
本

格
的
な
活
動
が
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
た「
ふ
く
ち
案
内
人
」。
コ

ロ
ナ
禍
中
に
も
希
望
を
捨
て
ず
、
活
動

再
開
に
向
け
て
、
各
自
、
情
報
収
集
や

ガ
イ
ド
の
練
習
を
続
け
ま
し
た
―
―

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
い
わ
ゆ
る「
感
染
症
法
」

上
の
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
日
常
が

戻
っ
て
き
た
今
年
。「
ふ
く
ち
案
内
人
」は
、

つ
い
に
５
月
か
ら
活
動
を
再
開
さ
せ
ま

す
。
再
出
発
の
第
一
歩
と
し
て
、
設
立
当

初
か
ら
変
更
・
見
直
し
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
観
光
コ
ー
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
各
ス

ポ
ッ
ト
を
実
際
に
歩
い
て
検
討
す
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
た
め
て
い
た
熱
量
を
傾

け
て
、
上
野
地
区
を
中
心
と
し
た
新
た
な

４
つ
の
観
光
コ
ー
ス
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

先
月
25
日
に
ガ
イ
ド
を
受
け
た
竹
田

奈
穂
子
さ
ん（
飯
塚
市
）は
、「
福
智
町
に

こ
ん
な
魅
力
が
あ
る
ん
だ
と
、
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん
の
話
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
機

会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
案
内
を
お
願
い
し
た

い
」と
高
く
評
価
。「
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ

姿
が
、
私
た
ち
の
原
動
力
。
お
声
も
い
た

だ
け
、
う
れ
し
い
」と「
ふ
く
ち
案
内
人
」

の
皆
さ
ん
は
頬
を
緩
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
再
出
発

既
存
コ
ー
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
「
福
智
の
良
さ
を
一
番
知
っ
て
い
る
の

は
、
行
政
で
は
な
く
、
こ
の
町
に
暮
ら
す

私
た
ち
。
や
け
ん
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で

町
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
ん
よ
」。

　

そ
ん
な
想
い
で
平
成
24
年
に
設
立
し
た
、

福
智
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

「
ふ
く
ち
案
内
人
」。
住
民
自
ら
が
ガ
イ
ド

と
し
て
町
の
魅
力
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

来
町
者
と
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
地
域

に
人
を
呼
び
込
み
た
い
と
い
う
住
民
主
体

の
活
動
は
、今
年
で
11
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

当
初
は
、
昭
和
の
町
で
知
ら
れ
る
豊
後

高
田
市
の
観
光
ガ
イ
ド
を
務
め
る
藤
原

ち
ず
子
さ
ん
に
ガ
イ
ド
の
い
ろ
は
を
教
わ

り
な
が
ら
、
有
志
８
人
で
取
組
を
開
始
。

現
在
で
は
、
会
員
数
も
14
人
に
増
え
、
依

頼
を
受
け
た
際
の
ご
案
内
や
月
１
回
の
定

例
会
は
も
ち
ろ
ん
、
案
内
す
る
情
報
の
調

査
や
共
有
を
目
的
と
し
た
自
主
勉
強
会

を
開
く
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
へ
と
取
組

の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

Inform
ation

▼

来
て
み
ん
！
ふ
く
ち
の
魅
力
、
私
た
ち
が
ご
案
内
し
ま
す
！

Request ▶ 福智町の魅力を伝える新たな仲間を募集中

案内する町の観光コースを、今年度
リニューアル。「ふくち案内人」の

ガイドと一緒に福智の歴史や自然の魅力に
触れてみませんか。ユーモア溢れるご案内
でおもてなし致します！料金や
申込方法などの詳細は、福智
町観光HP「ふくち旅」で公開中。

くち案内人」では、今年度に新設した福智山専門の
「登山ボランティアガイド」と、従来の「ボランティア

ガイド」を同時募集中。郷土愛をここで生かしてみませんか。

新コース１▶足利尊氏伝説「興国寺」（約1.5ｈ）
新コース2▶福智山麓「上野散策」（約2.5ｈ）
新コース3▶国指定伝統的工芸品
コース  「上野焼窯元見学」（約2.5ｈ）
新コース4▶金田駅から「歴史散歩」（約2.5ｈ）

求める人物像▶
人と接することが好きなかた／健脚自慢の人／
福智町の文化や歴史を学び、それを多くの伝えたい人

応募・お問合せ先▶観光ボランティア協会事務局（担当：松本）

☎0947ー22ー7766／平日8時半～17時15分

ご

ふ「

　

先
月
26
日
に
は
、
西
鉄
旅
行
の
バ
ス
ツ

ア
ー「
小
倉
藩
窯
上
野
焼
を
訪
ね
て
」で

ガ
イ
ド
を
務
め
る
な
ど
、
現
在
も
精
力
的

な
活
動
を
続
け
る「
ふ
く
ち
案
内
人
」で

す
が
、「
若
い
世
代
の
ガ
イ
ド
が
い
な
い
」

と
い
う
課
題
も
あ
る
と
口
を
そ
ろ
え
ま

す
。「
私
た
ち
の
取
組
を
意
味
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
活
動
を
継
い
で
く
れ

る
若
い
人
の
力
が
不
可
欠
。
少
し
で
も
参

加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

今
活
動
す
る
私
た
ち
が
楽
し
む
姿
を
見
せ

て
い
か
ん
と
ね
」と
笑
み
を
こ
ぼ
し
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は「
町
を
訪
れ

た
外
国
人
の
お
客
さ
ん
を
案
内
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
」と
意
気
込
む
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん
。「
２
０
３
０
年
の
訪
日
外
国
人

６
千
万
人
」と
い
う
政
府
の
目
標
に
よ
り
、

今
後
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

期
待
を
胸
に
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
「
福
智
町
は
、歴
史
や
ロ
マ
ン
が
詰
ま
っ

た
町
。
他
に
な
い「
上
野
焼
」と
い
う
強
み

も
あ
る
。
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た

い
な
い
。
平
均
年
齢
は
オ
ー
バ
ー
60
の
私

た
ち
や
け
ど
、
福
智
町
の
営
業
マ
ン
と
し

て
、
多
く
の
お
客
さ
ん
に
町
の
魅
力
を

伝
え
続
け
て
い
き
た
い
ね
」。

町
の
魅
力
伝
え
る
営
業
マ
ン

ふ
く
ち
案
内
人
の
挑
戦
続
く

↑設立当初、ガイドのプロ・
藤原ちず子さんの研修で、
ガイドの基本とおもてなし
の心を学んだ案内人たち。

1案内後の反省や次回のガイドに向
けた打合せなど、活発な意見交換が
行われる毎月一回の定例会2現在で
は、「ふくち案内人」のガイド技術を
学ぶため、他県のガイド団体も来訪。
写真は、宮崎県湯前町の視察受入時
のもの3最後までおもてなしの心を
忘れず、手を振り見送る案内人たち

よ
う
こ
そ
、我
が

よ
う
こ
そ
、我
が

よ
う
こ
そ
、我
が
故ふ

る

郷さ
と

へ
6

眩
げん

光
こう

［ 特 集］ 福智の光を集めて――

町
の
魅
力
伝
え
続
け
て
11
年

地
域
住
民
自
ら
ガ
イ
ド
活
動
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上野の地で50年以上、町の移り変わりを見守ってきた平野
八十八さん。「寂しくなった町を活性化しよう」と県内の若者ボラン
ティアと一緒に、２haの畑に千本以上の無農薬レモンを栽培して
います。苦労と困難の日々 を乗り越え、迎えた今月。平野さんと
若者の想

おも

いが実りとなって収穫を迎えようとしています―

ンで
町を再び元気に！
77歳の挑戦

　

時
代
が
令
和
へ
と
変
わ
っ
た
頃
、
平
野

さ
ん
は
、
地
域
か
ら
借
り
た
１
㏊
も
の
荒

れ
地
を
１
年
を
費
や
し
て
畑
へ
と
整
備
。

２
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
約
３
０
０
株
の

レ
モ
ン
の
苗
木
を
植
え
ま
す
。
本
業
と
掛

け
持
ち
で
草
刈
り
や
追
肥
、
剪
定
な
ど
、

畑
を
一
人
で
手
入
れ
し
て
い
た
平
野
さ
ん
。

満
身
創
痍
の
中
、
本
業
を
通
じ
て
福
智

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
日
髙
将
博
さ
ん

と
妻
の
杏
実
さ
ん
に
出
会
い
ま
す
。
世
間

話
を
き
っ
か
け
に
、
日
髙
夫
妻
も
作
業
を

手
伝
い
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
矢
先
、

令
和
４
年
９
月
19
日
に
台
風
14
号
が
発

生
。
大
切
に
育
て
て
き
た
約
１
０
０
本
も

の
木
が
な
ぎ
倒
さ
れ
、

平
野
さ
ん
は
ひ
ど
く
落

ち
込
み
ま
す
。
日
髙
さ

ん
は
、
平
野
さ
ん
を
励

ま
す
た
め
、
県
内
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組

む
若
者
に
声
を
か
け
、

９
月
23
日
か
ら
３
日

間
で
復
旧
作
業
を
実

施
。
延
15
人
の
協
力

で
す
べ
て
の
木
を
復

活
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
す
。
平
野
さ
ん
は

「
見
返
り
を
求
め
ず
、
必
死
に
作
業
し
て

く
れ
た
若
者
の
姿
に
胸
を
打
た
れ
、
再
び

前
を
向
き
直
す
こ
と
が
で
き
た
ん
よ
」と

有
難
そ
う
に
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
も
定
期
的
に
畑
作
業
を
手
伝

う
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
平
野
さ

ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
若
者
。
そ
の
絆
が

結
実
し
、
今
年
11
月
１
日
に「
あ
が
の
レ

モ
ン
」を
設
立
。
今
月
に
は
、
初
の
収
穫

祭
が
開
か
れ
ま
す
。
記
念
す
べ
き
日
を

前
に
、
平
野
さ
ん
は「
嬉
し
さ
も
あ
る
が
、

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人
へ
の

感
謝
が
大
き
い
ね
」と
頬
を
緩
め
ま
す
。

　

収
穫
し
た
福
智
産
の
無
農
薬
レ
モ
ン

は「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
卸

し
た
り
、
レ
モ
ン
塩
や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

な
ど
に
加
工
し
、
町
内
で
直
販
す
る
予

定
」と
声
を
弾
ま
せ
る
平
野
さ
ん
。「
将

来
的
に
は
、
レ
モ
ン
の
木
に
オ
ー
ナ
ー
制

度
を
導
入
し
、
町
外
の
か
た
が
定
期
的

に
町
を
訪
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り

た
い
」と
膨
ら
む
夢
に
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
「
年
齢
は
、
も
う
77
歳
。
も
し
も
、
自
分

の
人
生
が
終
わ
り
を
迎
え
て
も
、
レ
モ
ン

畑
は
形
と
し
て
、
想
い
と
し
て
次
の
世
代

へ
引
き
継
が
れ
、こ
の
町
で
生
き
て
い
く
。

そ
れ
ま
で
は
健
康
と
信
念
を
大
切
に
、

一
生
懸
命「
今
」を
生
き
て
い
き
た
い
」

　

平
野
さ
ん
は
力
強
く
、そ
し
て
優
し
く
、

豊
か
な
未
来
へ
と
視
線
を
向
け
ま
し
た
。

出
会
い
と
絆
が
紡
い
だ
奇
跡

形
と
想お

も

い
を
福
智
の
未
来
へ

満
身
創
痍
で
の
挑
戦
と
試
練

挫
折
が
広
げ
た
繋
が
り
の
輪

4１日６時間×３日の作業に汗を流し、台風で倒
れたレモンの木約100本を復活させることに成功
5作業後には毎回、「猟師小家」で親睦会を開催。
平野さんが若者の人生相談に乗ったり、地域活性
化のため議論を展開するなどでお互いの絆を深化

→チケットの購入方法や詳しいイ
ベント内容、雨天の対応や駐車場
の案内などは、こちらからご確認を。

1平野さん（前列左から４番目）のレ
モン畑を支えてきた県内の若者ボラ
ンティアたちと作業後に一枚2平
野さんと県内の若者ボランティアを
つなげた、地域おこし協力隊の日髙
将博さんと妻の杏実さん3今年９月
23日の作業中、「若い人にパワーを
もらってるから、レモン栽培を続けら
れている」と笑顔をこぼした平野さん

　
「
臭
い
や
肉
質
が
独
特
」
と
い
っ
た
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
を
覆
す
ほ
ど
絶
品
の

ジ
ビ
エ
料
理
が
堪
能
で
き
る
、
上
野
地
区

の
隠
れ
た
名
店「
猟
師
小
家
」。
山
の
猟

師
歴
57
年
を
誇
る
平
野
八
十
八
さ
ん
が

お
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
兄
が

移
住
し
て
い
た
縁
で
、
出
身
地
の
熊
本
県

水
上
村
か
ら
福
智
町
へ
移
り
住
み
50
年

以
上
も
の
間
、
福
智
の
地
で
町
の
移
り

変
わ
り
を
静
か
に
見
て
き
た
平
野
さ
ん
。

　
「
炭
鉱
の
時
代
は
活
気
が
あ
っ
た
ん
や

け
ど
、
閉
山
後
は
主
な
産
業
も
な
く
、
人

が
減
り
、
町
が
寂
し
く
な
っ
て
い
っ
た
」

と
声
の
ト
ー
ン
を
落
と
し
ま
す
。

　
「
何
十
年
と
暮
ら
し
て
き
た
思
い
入
れ

あ
る
福
智
町
を
再
び
活
気
づ
け
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
…
」

　

一
人
考
え
て
い
た
時
、「
瀬
戸
内
レ
モ

ン
」で
知
ら
れ
る
、
香
川
県
出
身
の
知
人

か
ら
無
農
薬
レ
モ
ン
の
話
を
聞
き
ま
す
。

観
光
の
町
お
こ
し
や
高
齢
者
雇
用
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
創
出
と
、
広
い
意
味
で

町
を
活
気
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
を
見
い

だ
し
、「
こ
れ
な
ら
、
い
け
る
」と
直
感
し

た
平
野
さ
ん
。
福
智
町
を
再
び
盛
り
上
げ

る
た
め
、
一
念
発
起
し
て
無
農
薬
レ
モ
ン

栽
培
に
挑
戦
す
る
決
意
を
固
め
ま
す
。
↖

「
町
を
再
び
盛
り
上
げ
た
い
」

無
農
薬
レ
モ
ン
栽
培
を
決
意

Inform
ation

▼

「
あ
が
の
レ
モ
ン
収
穫
祭
」を
初
開
催
！

Interview ▼

町外に暮らす私だからこそ
できるお手伝いで地域活性化を！

旧ボランティアがきっかけでレモン畑を
お手伝いするようになりました。平野さん

と深く関わる中で、町のためレモン栽培に挑戦
する思いや人柄、地域の人や町の魅力を知り、
継続的に関わっていきたいと感じたため、現在

も「あがのレモン」の活
動に参加しています。
今後も畑の運営はもち
ろん、町外のメンバー
として、レモン畑を通じ
て町に人を呼び込んだ
り、PRするお手伝い
ができればと思います。

復

「あがのレモン」メンバー

村
むらかみ

上由
ゆき

紀さん

モンの収穫体験やレモン使用
のワークショップ、地元飲食店

の出店など、地域の魅力が詰まった収
穫祭を開催します。参加には、チケット
の事前購入が必要。詳しくは「あがの
レモン」の公式HPをご確認ください。

レ

日時▶12月９日土
　　　10：30～15：30

場所▶福智町上野3109ｰ17

無農薬レモ無農薬レモ

眩
げん

光
こう

［ 特 集］ 福智の光を集めて――
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け
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磨
き
上
げ
た

光
を
集
め
て

福智町の豊かさを育む母なる福智山。標高901mを誇る山頂
には、登ることを諦めなかった者だけが見ることを許される、
遮るものがない360度大パラノマの絶景が眼下に広がります。

観光の要である飲食店が少な
いという課題をもつ上野地区。
地元食材や上野焼のPR効果
が期待できる飲食店の誘致に向
けた取り組みを強化する予定。

新たな情報や登山コースを盛
り込んだ、福智山トレッキング
ガイドブックと地図をリニュー
アル。福智町役場や「ふくちの
ち」などの公共施設で配布中。

域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
、
郷
土

へ
の
愛
と
誇
り
を
も
っ
て
今
ま

で
磨
き
上
げ
て
き
た
個
々
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
。
１
つ
ひ
と
つ
は
、
素
材
の
力
に
加

え
、
先
人
や
今
を
生
き
る
地
域
の
皆
さ

ん
の
尽
力
で
唯
一
無
二
の
光
を
放
つ
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

連
動
性
が
乏
し
い
た
め
、
今
以
上
の
結
果

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

福
智
町
で
は
現
在
、
個
々
の
魅
力
と

携
わ
っ
て
き
た
人
の
想
い
を
無
駄
に
し

な
い
た
め
、
歯
車
の
よ
う
に
各
観
光
資

源
を
連
動
さ
せ
、
地
区
全
体
の
魅
力
向

上
を
目
指
す「
上
野
ブ
ラ
ン
ド
化
」を
進

め
て
い
ま
す
。
地
区
内
で
観
光
か
ら
宿

泊
ま
で
完
結
で
き
る「
滞
在
型
観
光
」の

実
現
を
目
指
す
こ
の
取
組
。
今
後
、
県

や
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
地
域
に
な

い
観
光
要
素
を
も
つ
企
業
の
誘
致
や
、

町
有
地
の
有
効
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
地
域
経
済
の

衰
退
が
急
激
に
進
む
福
智
町
。
解
決
す

る
に
は
ま
ち
づ
く
り
で
関
係
人
口
や
交

流
人
口
を
、
移
住
で
定
住
人
口
を
増
や

す
他
す
べ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
点
在

す
る
光
を
集
め
、ま
ば
ゆ
い
光「
眩げ

ん
こ
う光
」を

生
み
出
そ
う
と
す
る
住
民
の
皆
さ
ま
と

福
智
町
の
挑
戦
は
、
ど
ん
な
未
来
の
姿
を

照
ら
し
出
す
の
で
し
ょ
う
か
―
―

Tourism Measures 1 ▼Tourism Measures 2 ▼Tourism Measures 3 ▼Tourism Measures 4 ▼

Interview ▶ お世話になった福智町のため、観光のまちづくりの後押しを！

クラフトサケ醸造所
開設予定者の誘致

町有地の
有効活用を検討

福智山登山の
案内本・地図を刷新

弱点強化のため
飲食店を誘致

こ
れ
ま
で
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た
皆
さ
ん
や

今
回
ご
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
か
た
な
ど

地
域
活
性
化
の
た
め
活
動
す
る
す
べ
て
の
人
の

取
り
組
み
と
想お

も

い
を
無
駄
に
せ
ず
、
生
か
す
た
め

福
智
町
は
新
た
な
観
光
施
策
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

予
想
よ
り
も
急
激
に
進
む
、

歯
止
め
の
利
か
な
い
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

地
域
経
済
の
衰
退
な
ど

福
智
町
に
落
ち
る
黒
い
影
―
―

晴
ら
す
光
を
手
繰
り
寄
せ
て

町
を
明
る
く
暖
か
く
照
ら
し
た
い
。

地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

地

N
ew

s

▼

福
智
町
の
取
組
を
ご
紹
介

福岡県商工部
観光局観光政策課

眞
まなべ

鍋 孝
たかひろ

博 課長補佐

単なる特産品としてだけでな
く、上野焼・農業振興など、多
方面での相乗効果が期待でき
る「クラフトサケ醸造所」の誘致
に向けて開設予定者を募集中。

旧天郷荘跡地をキャンプ場と
して活用できる可能性を調べ
るため、民間力を導入してコ
ンサルティング調査を実施中。
結果を基に検討を進める予定。

Tourism Measures 1 ▼Tourism Measures 2 ▼Tourism Measures 3 ▼Tourism Measures 4 ▼ Tourism Measures 1 ▼Tourism Measures 2 ▼Tourism Measures 3 ▼Tourism Measures 4 ▼
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福
智
町
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紹
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N
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福
智
町
の
取
組
を
ご
紹
介

成
15
年
４
月
か
ら
２
年
間
、

県
庁
よ
り
福
智
町（
旧
金
田

町
）へ
派
遣
さ
れ
、
町
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力

を
直
に
学
ん
で
帰
庁
し
ま
し
た
。
今
で

は
そ
の
経
験
も
生
か
し
な
が
ら
、
県
の

観
光
政
策
を
担
当
し
て
い
ま
す
。現
在
、

福
岡
県
の
観
光
客
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
水
準
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
多
く
は
福
岡
市
な
ど
の
都
市
部

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
福
智
町
の
よ
う

に
、
県
内
に
は
魅
力
的
な
観
光
資
源

を
も
つ
市
町
村
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
県
で
は
、
そ
う
し
た
観
光
資
源

を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
県
内
を
周
遊
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
、
県
内

の
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
観
光
客
の
受
入
環
境
の
充
実

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
福
智
町

で
は
現
在
、
町
を
挙
げ
た「
上
野
ブ
ラ

ン
ド
化
」に
励
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
町
に
恩
返
し
で

き
る
よ
う
、
県
庁
職
員
と
し
て
町
の
挑

戦
を
後
押
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平

眩
げん

光
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、
地
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退
が
急
激
に
進
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口
や
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流
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を
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定
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人
口
を
増
や

す
他
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ま
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地
域
に
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ば
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の
挑

戦
を
後
押
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

観光の要である飲食店が少な
いという課題をもつ上野地区。
地元食材や上野焼のPR効果
が期待できる飲食店の誘致に向
けた取り組みを強化する予定。

新たな情報や登山コースを盛
り込んだ、福智山トレッキング
ガイドブックと地図をリニュー
アル。福智町役場や「ふくちの
ち」などの公共施設で配布中。

クラフトサケ醸造所
開設予定者の誘致

町有地の
有効活用を検討

福智山登山の
案内本・地図を刷新

弱点強化のため
飲食店を誘致

単なる特産品としてだけでな
く、上野焼・農業振興など、多
方面での相乗効果が期待でき
る「クラフトサケ醸造所」の誘致
に向けて開設予定者を募集中。

旧天郷荘跡地をキャンプ場と
して活用できる可能性を調べ
るため、民間力を導入してコ
ンサルティング調査を実施中。
結果を基に検討を進める予定。
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地元食材や上野焼のPR効果
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案内本・地図を刷新

弱点強化のため
飲食店を誘致

単なる特産品としてだけでな
く、上野焼・農業振興など、多
方面での相乗効果が期待でき
る「クラフトサケ醸造所」の誘致
に向けて開設予定者を募集中。

旧天郷荘跡地をキャンプ場と
して活用できる可能性を調べ
るため、民間力を導入してコ
ンサルティング調査を実施中。
結果を基に検討を進める予定。

こ
れ
ま
で
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た
皆
さ
ん
や

今
回
ご
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
か
た
な
ど

地
域
活
性
化
の
た
め
活
動
す
る
す
べ
て
の
人
の

取
り
組
み
と
想お

も

い
を
無
駄
に
せ
ず
、
生
か
す
た
め

福
智
町
は
新
た
な
観
光
施
策
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

予
想
よ
り
も
急
激
に
進
む
、

歯
止
め
の
利
か
な
い
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

地
域
経
済
の
衰
退
な
ど

福
智
町
に
落
ち
る
黒
い
影
―
―

晴
ら
す
光
を
手
繰
り
寄
せ
て

町
を
明
る
く
暖
か
く
照
ら
し
た
い
。

地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
、
郷
土

へ
の
愛
と
誇
り
を
も
っ
て
今
ま

で
磨
き
上
げ
て
き
た
個
々
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
。
１
つ
ひ
と
つ
は
、
素
材
の
力
に
加

え
、
先
人
や
今
を
生
き
る
地
域
の
皆
さ

ん
の
尽
力
で
唯
一
無
二
の
光
を
放
つ
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

連
動
性
が
乏
し
い
た
め
、
今
以
上
の
結
果

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

福
智
町
で
は
現
在
、
個
々
の
魅
力
と

携
わ
っ
て
き
た
人
の
想
い
を
無
駄
に
し

な
い
た
め
、
歯
車
の
よ
う
に
各
観
光
資

源
を
連
動
さ
せ
、
地
区
全
体
の
魅
力
向

上
を
目
指
す「
上
野
ブ
ラ
ン
ド
化
」を
進

め
て
い
ま
す
。
地
区
内
で
観
光
か
ら
宿

泊
ま
で
完
結
で
き
る「
滞
在
型
観
光
」の

実
現
を
目
指
す
こ
の
取
組
。
今
後
、
県

や
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
地
域
に
な

い
観
光
要
素
を
も
つ
企
業
の
誘
致
や
、

町
有
地
の
有
効
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
地
域
経
済
の

衰
退
が
急
激
に
進
む
福
智
町
。
解
決
す

る
に
は
ま
ち
づ
く
り
で
関
係
人
口
や
交

流
人
口
を
、
移
住
で
定
住
人
口
を
増
や

す
他
す
べ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
点
在

す
る
光
を
集
め
、ま
ば
ゆ
い
光「
眩げ

ん
こ
う光
」を

生
み
出
そ
う
と
す
る
住
民
の
皆
さ
ま
と

福
智
町
の
挑
戦
は
、
ど
ん
な
未
来
の
姿
を

照
ら
し
出
す
の
で
し
ょ
う
か
―
―

こ
れ
ま
で
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た
皆
さ
ん
や

今
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ご
紹
介
し
き
れ
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か
っ
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か
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な
ど

地
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の
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の
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の
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退
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ど

福
智
町
に
落
ち
る
黒
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影
―
―

晴
ら
す
光
を
手
繰
り
寄
せ
て

町
を
明
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く
暖
か
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照
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し
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い
。

地
域
全
体
を
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き
込
ん
だ

新
た
な
ま
ち
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く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

福智町の豊かさを育む母なる福智山。標高901mを誇る山頂
には、登ることを諦めなかった者だけが見ることを許される、
遮るものがない360度大パラノマの絶景が眼下に広がります。

福智町の豊かさを育む母なる福智山。標高901mを誇る山頂
には、登ることを諦めなかった者だけが見ることを許される、
遮るものがない360度大パラノマの絶景が眼下に広がります。
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